
駿河湾の深海生物

一特に，サクラエビを中心として一

津久 井文夫・ｌ

駿河湾におけるサクラエビの分布および生態観察を目的とした「しんｶ小2000 」

による冀査か３回行われた。昼間のサクラエビの分布城は,布旺付近 では２５０ｍ前

後，中屑では３００～３５０ｍであった。 海瓜付近で観察されたサクラエビの遡泳姿勢

は水平もしくはそれに近いものが多く，定まった方向性はないか，遭泳行動は直線

的であ った。 一方。中層で観察されたサクラエビはほとんど全て倒立して遡泳して

いた。観察されたサクラエビ’の最人密度は中居において，目測で20 ～30 尾/ ㎡ で

あった。

Deep-sea  Fishes and Other  Organisms  in Suruga  Bay

. Especially, on  a Sergestid  Shrimp,  Sergio lucens ･

Fumlo  Tsukui*4

"SHJNKAJ  2000"  dived three times foi the purpose of observing ihe

distribution of 3 sergestid Shrimp, Sergia lucens in Suruga Bay, During  the

daytime  die species distributed at depths about 250  m.ncar  the bottom  and

from  300  to  350  m,  in mid  water respectively, Most  individuals near the

bottom  were  swimming  in a horizontal position and  linearly at random

course. However,  the swimming  posture of  individuals in mid  water was

upside-down.  The  maximum  density was  about  20-30  individuals m"3ob'

served with the eyes in midwater.
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1. 目　　 的

サクラエビ(Sergio lucens HANSEN) は

駿河湾と相模湾，東京湾冂。遠州麗の一郎|こ生息

する体長３～４㎝の遊泳性のエピ類であるJ） 顕

著な日周鉛直移動を行い。昼間は200 ～300m 層，

夜間は20 ～100m 觸1こ分布する。 漁業の対象となっ

ているのは駿河娉のみで，静岡県における沿岸重

妥資源の一つである。その分布，生態については，

漁具やプランクトンネット|こよる採集I）や魚群探

知機の映像による把握吻 垳 われてきた。また，

潜水艇による直接観察l ）り 水中 カメラを用いて

の調査s ）も数回行われてきた。しかし，未知の部

分も多く残されている。「しんか い2000」による

直接的な潜水観察Ｒ:より。本稲の分布およびその

密度を把握すると共Sこ，本種をとりまく深海生物

群集の生勉1こっいての知見を得る。

2. 謫 査 方 法

調査期日および最大潜航深度を表卜こ示した。

潜航海域は駿河湾奧郎であった。「しんかい2000」

の航跡図を図１に示した。

３回の調査とも，表ll こ示した最大探度の梅底

まで鉛直的に潜航し，以 降梅底直上を等深線と 直

角方向に浅い方へ航走しながら観察を行うた。

表１　調査期日および最大潜航深度

Ｄａtｅ of observation and ｍａχimum

depth of diving

図１ 「しんかい2000 」の航跡図

Wakes of ‘SⅢNKAI  2000"

降中層を航走し。最初の潜航地点付近に来ると時

々１厖位ずつみられるようになった。しかし。 潜

航途中にみられたようなパッチ1こは愚遇できなか

りた。

3.1.2　 第２次調査（４月17日）

潜航途中にはサクラエピはみられなかった。 着

底後，海底直上を航走して，420m ，225m でそれ

ぞれ１尾ずつ｡245  mで数尾の サクラエビを視認

したの みだった。

3.1.3　 第３次圃査（４月18日）

潜航途中，300m で倒立して遊泳している サク

ラエビを１尾視認した。海底付近では294 m で１

尾確認した。その後270m 付 近から次第に多くみ

えるようになり, 235 m で5 ～10尾/ ㎡（目測）

のサクラエビを視認して。航走を停止した。投光

器をつけていると。それに集まるようにサクラエ

ビ。 オキアミ。かいあし類の数が増えてきた。 サ

ク ラエビは多い畤で10～15 尾/㎡程度であった｡こ

の他に シラエビ。 ハダカイワシ，20～40 ㎝の タチ

3. 調 査 結 果

3.1 サクラエビの分布状況

３回の調査において観察されたサクラエビの 尾

数を水深ごと|こ表２に示した。

3.1.1　 第１次調査（３月22日）

潜航途中｡300m の中 届でサクラエビのパッチに

遭遇した。 シラエビ。その 他の遊泳性の エピ順も

若干 混じっていた。 深くなるにつれてサクラエビ

の密度は高くなり，最大20～30 尾/㎡（口測）であ

うた。 サクラエビはほとんど全て倒皀した姿勢で

遊泳していた。350  mを過ぎるとサクラエピは み

られなくなった。以降610 m の梅厩に着座後，梅

底直上を洩い方へ航走した（航走直後一時期620

m になった）。海底は薄茶色の泥で。 直径数 ㎝の

小さな穴が多数あいていた。550 m の海底まで航

走したが， サクラエピはみられなかった。ここで

離底し, 440  mで１尾視聴した。その後250  m ま

で上昇したが，サクラエピはみられなかった。以
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衣２　観察されたサクラエビの尾数

Observed number of sergestid shrimp (Sergia lucens)

Date of observation

Depth 1femp･ Sal. Mar.  22 Ａ７ ．１７ Apr. 18

加6m（N.B, ）

225 （N.B ，

235 （N.B.

245 （N. ＆

260 （M.W

270 (N.  B.

294 （N.B.

300 (M.  B.

300 （M.W

－350

420 （N.B 、

440 （M.W

11.16

1006

9.87

9.44

12.16

9.57

892

904

11.76

～10.16
7.32

7.?3

3439

3427

34.25

3432

3444

34.28

34､部

34､28

34.43

～34.25

34.23

34.22

1

Max.20,笳1nd.
/㎡

1

１

２－３

１

I

Max.  10- 15in> .

３－５

１

１

(N.B. ：Near bottom.  M.W. Mid  water )

ウオも多くみられた。 再び浅い方へ航 走すると。

これらの群はみえなくなった。その後206m の海

底の２～３ｍﾋ 方でサクラエビ１尾を視認した。

3.2　 その他の主な生物の分布状況

表３は 各調在時に観察された魚類。その他の生

物を水深別に示したものである。肉眼観察のため

ほとんどの生物について科名の記載にとどまった

また，それぞれの体畏（全艮）も目測によるもの

で。正確な値とはいい鐺いものがある。

３回の調轟，そして各水深を通じてソコダラ類

ハダカイワシ順，タチウオ類（タチモドキを含む

？）ア ナゴ類がよくみられた。 ソコダラ類は 水深

が深いところのものほど魚休が大きいようであっ

た。

第１次調査の海域は ３回の調査の中で最も水深

の深い海域（600～620m ）で，ここでのみギンザ

メ類が観察された。

第２次舞査の梅域ではナマコが多かったことと，

水深280  m以洩で アカザエピが多かったことが特

徴であ った。アカザエピは海底に巣穴をつくって

いた。

第３次閃査の海域は最も生物柵が豊かであると

観察された。特にタチウオ類，ハダカイワシ類，

シラエビ，クルマエビ科と思われる7 ～10c●の着

庭性のエピ類が多くみられた。
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4. 考　　 察

３回の調査結果から推定される昼間におけるサ

クラエビの分布城は。海底付近では250  m前後の

ところで，中屬においては300 ～350m 届であ っ

た。この結果は, Omori and Ohta (1981)4' の

水中カメラを用いた調介結果とよく一致した。同

輙告によると，海底付近 の分布と沖合の巾屑の

分布は連続していると述べられているが。この点

については今回の調査結果から言及することはで

きなかった。 サクラエビのパッチの垂直的，水平

的な性状については。今後の継続した調査により

明らかにしたい点である。またOmori and Ohta

は。 昼間の海底付近でのサクラエビの分布は梅底

上３～７ ｍｌこ多く見られると述べている。今回の

調査は海底直上（１～ ２ｍ）をのみ航走Ｌたため，

垂直的 な比 較はできないが，第３次調 査で観察

されたように海庭直 上にかなり高い密 度でサク

ラエビ が 分布していたことは新しく鮎ら れた知

見であ った。Omori and Ohta の報告のr抑）サク

ラエビの最大密度は6.1 尾/㎡ であるが， 今回の

調査では，目測ではあるが，これを上回る値と な

って いる。

鈴木 ）゙は 相櫑湾において潜水観察を 行い，昼

間500 ～520  mの水深で サクラエビのパッチを 観

察しているが。今回の調査での観察最大水深は，



表３　 観察された魚類とその他の生勧

Observed fishes and 0t 鯒r organisms

Date of observation

('ｎ)tal length i ｓ ｍｅａｓぼed ｗith the eyes )

440 m （1 尼のみ）で。 バッチとしては350 m 以

洩であ った。

海底付近で観察されたサクラエビの遥泳姿勢は

水ヽFもしくはそれに近いものが多く，定まった方

向性はないが，遊泳行動は直線的であった。 また

中|こは梅底をつっつくような行動をとる個体も観

察された。一方｡300 ～350 m の中屬で パッ チ

として観察されたサクラエビはほとんど全て倒立

して遊泳していたことは極めて興味深い現象であ

った。

タチウオやハダカイワ シはサクラエビの捕食魚

であ る゛)が。今回の調査中楠 食行動は観察さ れ

なかった。しかし管水母頬と思われるものにサク

ラエビが２尾取り 込まれているのを観察した。
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